
氏名 木下　光生

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　教務委員会委員（文学部教務委員長）
　ホームページ委員会委員
　広報担当教員
　カリキュラム改革実行委員会委員

通信教育部担当科目 　なし

　【研究上の特記事項】
科学研究費助成事業・基盤研究（Ｂ）「近世・近代移行期における公共財供給と『地域社会』：比較
史の視角から」研究分担者（研究代表者・谷本雅之・東京大学、平成25～28年度）

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

　貧困、救済（セーフティーネット）、自己責任

　近世史フォーラム事務局長
　奈良歴史研究会研究委員長
　宇陀市教育委員会・片岡家文書調査員
　世界遺産石見銀山遺跡人権同和研修会講演「江戸時代の貧困から現代社会を考える」
（2015年1月27日、於島根県大田市大森町　石見銀山世界遺産センター）

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

　博士（文学）

　日本近世史

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　社会経済史学会　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会　火葬研

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学演習Ⅰ（通年）
・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）

授業科目

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）



共編著

共編著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

2015年2月

近世史サマーフォーラ
ム2013実行委員会『近
世史サマーフォーラム
2013の記録』

荒武賢一朗・太田光
俊・木下光生編『日本
史学のフロンティア１
歴史の時空を問い直
す』法政大学出版局

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①荒武賢一朗・太田光俊・木下
光生編『日本史学のフロンティ
ア１　歴史の時空を問い直す』

　全310頁　法政大学出版局

　法政大学出版局2015年1月

①「個の救済と制限主義―救貧
から8～21世紀の時代と地域を
重ねる―」

②「時代と構造論の超え方―日
本の国家史を素材に―」

　会場：あすてらす（島根県大田市大田
町）

　会場：京都大学

　179～187頁
東北大学東北アジア
研究センター『東北ア
ジア研究』19

2014年8月

2015年1月

2015年2月

　41～50頁

　13～46頁

2014年5月

2014年4月
近世史フォーラム4月
島根例会

法制史学会近畿部会
第432回例会

②「近世日本の村社会における
救貧対象の選別と排除」

③「書評　高橋美貴著『近世・近
代の水産資源と生業―保全と
繁殖の時代―』」

①「救済に値する者／しない者
―近世村社会における救貧対
象の選別と排除―

　全285頁

③「書評　高橋美貴著『近世・近
代の水産資源と生業―保全と
繁殖の時代―』」

②荒武賢一朗・太田光俊・木下
光生編『日本史学のフロンティ
ア２　列島の社会を問い直す』

（学会発表）

2014年7月

⑤“Targetism, Sanction and
Village Autonomy in Poor
Relief: a Comparative Study of
Early Modern Rural Japan and
England”

　会場：立正大学

④「コメント　岡本隆司氏の研究
手法をめぐって―『世界のなか
の日清韓関係史』『近代中国
史』を中心に―」

2015年3月
近世史フォーラム3月
例会

　会場：大阪市立総合生涯学習セン
ター

　会場：東京大学
　使用言語：英語
科研費・基盤研究（Ｂ）「近世・近代移行
期における公共財供給と『地域社会』：
比較史の視角から」研究発表

International
Workshop “Public
Goods Provision in the
Early Modern
Economy: Role of the
Regional Society in
Japan, China and
Europe”

2015年3月

近世史フォーラム7月
東京例会


